
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年２月２日 

横浜市小学校教育研究会 会長 髙橋  実 

横浜市小学校算数教育研究会 会長 小林 広昭 

横浜市小学校算数教育研究会
大寒の候、貴職におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申

し上げます。また、日頃より横浜市小学校算数教育研究会の活動にご

理解、ご支援をいただき、深く感謝申し上げます。 

さて、標記の研究会を次の通り開催いたします。つきましては、校

務ご多用の折とは存じますが、貴校、市算数教育研究会員の先生の出

張につきまして、格別のご配慮をお願い申し上げます。 冬季セミナーのお知らせ 

全体会の運営方法も Advance！ 
Yokohama Elementary school Mathematical Education Workshop 

ＹＥＭＥ 

 熱い討論が「深い学び」をつくる！ 

Since 1950 

原小ＨＰ 

☆ 市研に登録していなくとも参加できます！ 
☆ 申し込みの必要はありません！ 
☆ 内容などの詳細は裏面へ！ 
 

○ 電車  

京急戸部駅下車   徒歩１０分  

地下鉄高島町駅下車 徒歩１５分 

ＪＲ桜木町駅下車  徒歩１５分 

相鉄平沼橋駅下車  徒歩１５分 

○ バス 

横浜市営１０３系統 

 上原バス停下車 徒歩１分     

 

  
 

 

～新学習指導要領に基づくこれからの学習～ 
「数学的に考える資質・能力を育成する算数科学習」研究 

テーマ 

２０１８年２月７日（水）１５：００ 

●市算研ホームページURL ※過去の資料もこちらで閲覧できます！ 

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/kenkyu/es-sansu/index.html 

 

 

 

日 時 

場 所 

会場：戸部小学校 横浜市西区伊勢町２丁目115 

●【お問い合わせ先】 会務担当庶務 田中 秋人（南区 六つ川台小学校） 

電話：７１５－３０７７   e-mail ：ak18-tanaka@city.yokohama.jp 

第二次教育研究大会 
教育委員会共催 

 

横浜市立各小学校校長様 

 算数主任様 

   

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/kenkyu/es-sansu/index.html


 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめの先を見て、何があるのかを考えることで、教えるべきポイントも明確になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15:00～15:30 

 

前半 

 

後半 

 

～テーマ～ 

 

『今、ここで「まとめ」をつくる。 

「まとめ」から逆設計する授業づくり』 

 

15:30～16:10 

 

～テーマ～ 

 

指導講評 

 横浜市教育委員会西部学校教育事務所 

主任指導主事  小林 雅弘 先生 

 

シンポジウム 

 

講師 
筑波大学教授 
清水美憲先生  

 

～テーマ～ 

 前進（Advance）！ 

さらにその先へ… 

新学習指導要領を捉える 

 

市算研では、ともに学ぶ を求めています！  まだ間に合います！ 会員になれば、今年の紀要が手に入る！ 研究の成果をあなたのお手元に！ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

会 

３月市算研（年度末総会・授業改善研修）のご案内 

日 時：平成３０年３月７日（水） 場 所：横浜市立岸谷小学校 

授業者：元田 光二先生（横浜市立境木小学校） 

講 師：高知県教育委員会学力向上総括専門官 齊藤 一弥 先生 

パネリスト：各副部会長 

 

『今年度の部会研究から見えてきたこと 

     これからの市研に思うこと』 

 

パネリスト：各部会長 

 

研
究
討
論
会 

資質・能力ベイスの「まと

め」に変わったことによっ

て、授業がどのように変わ

ったのかを明らかにしてい

きます。 

これを見れば… 

授業の方向性が見える！ 

 

資質・能力ベイスの「まと

め」とは、どのように分析

できるのか、参加者のみな

さんと一緒にまとめをつく

りながら考えます。 

これを見れば… 

授業のまとめが見える！ 

 

今後の授業が見える！ 

 

小林会長との対談を通して、

研究の今年度の総括と来年度

への方向性を明らかにしてい

きます。 

これを見れば… 

研究の未来が見える！ 

 

16:30～ 

 


